
藤
島
地

域
の
敬
老

会
は
５
月

日(

日)

24に
東
栄
地

区
で
開
か

れ
、
６
月

日(

日)

21に
長
沼
、

渡
前
、
27

日(

土)

に

八
栄
島
、

９
月
５
日

(

土)

に
藤
島
地
区
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

歳
以
上
の
招
待
者
は

75
４
月
１
日
現
在
で
、
昨
年

か
ら

人
増
え
て
２
２
２

17

４
人
（
前
年
２
２
０
７
人
）

と
な
り
ま
し
た
。

最
高
年
齢
者
は
、
宝
徳

の
菅
原
よ
き
（
徳
正
寺
・

写
真
）
さ
ん
で
１
０
５
歳
、

１
０
０
歳
以
上
は

人
お

17

り
ま
す
。

市
の
祝
い
品
は
、
米
寿

（
数
え

歳
）
に
賀
詞
が

88

贈
ら
れ
ま
す
。

米
寿
は
４
月
１
日
現
在

人
で
、
前
年

人
か
ら

88

83

５
人
増
え
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
実
行
委
員
会

か
ら
記
念
品
が
参
加
者
に

贈
ら
れ
ま
す
。

2015年５月31日
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生活相談所
加藤鉱一（宝徳）
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携帯090-8929-4221

ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
5月 47人 48,551円
4月 46人 54,162円

藤
島
の
こ
と
は
、
町
報
よ

り
も
「
民
報
」
を
見
れ
ば
分

か
る
と
云
わ
れ
て
き
た
。

加
藤
鉱
一
君
を
議
員
に
押

し
上
げ
、
活
動
の
原
動
力
と

な
っ
た
の
も
こ
の
「
民
報
」

で
あ
る
。

今
合
併
に
よ
っ
て
、
藤
島
で
活
動
し
て
い
た
頃
の

よ
う
な
親
し
み
は
薄
れ
た
が
、
藤
島
に
い
た
時
の
よ

う
な
香
り
が
す
る
の
は
何
と
も
懐
か
し
い
。

引
き
続
き
政
治
革
新
の
力
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

鶴
岡
市
消
防
団
（
伊
藤
俊

昭
団
長
）
の
春
季
消
防
演
習

が

日
、
小
真
木
原
陸
上
競

23
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
や
市
消
防
本
部

か
ら
約
１
１
０
０
人
が
参
加

し
、
小
隊
訓
練
や
訓
令
礼
式

の
点
検
、
纏
振
り
、
藤
島
方

面
隊
の
梯
子
乗
り
・
纏
振
り

保
存
会
の
演
技
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

横
綱

菅
原
よ
き

宝
徳

105

大
関

加
藤
よ
し
ゑ

ふ
じ
の
花
荘

104

関
脇

今
野

梅

中
町

103

東

小
結

田
村
さ
と
す

豊
栄

102

前
頭
１

日
向
ち
よ
め

小
中
島

102

前
頭
２

斎
藤
春
子

下
町

101

前
頭
３

髙
橋
辰
惠

ふ
じ
の
花
荘

100

前
頭
４

岩
浪
つ
る
ゑ

表
小
路

100

祝

藤
島
地
域
の
高
齢
者

平
成

年
５
月
１
日
現
在

27

横
綱

佐
藤
好
子

ふ
じ
の
花
荘

105

大
関

小
南
な
み
ゑ

ふ
じ
の
花
荘

104

関
脇

去
渡
富
子

関
根

103

西

小
結

丸
山
み
よ
し

ふ
じ
の
花
荘

102

前
頭
１

海
藤
は
る
め

ふ
じ
の
花
荘

101

前
頭
２

成
澤
と
し
惠

古
郡

101

前
頭
３

佐
藤
平
太
郎

上
蛸
井

100

前
頭
４

阿
部
花
子

駅
前

100

６月２日（火）～６月８日（月）
９時30分～11時30分、13時～16時30分

◆現地説明会 ６月８日（月）午後２時

古墳発掘調査会は、作業ボランティ

アや募金（１口1,000円）をお願いして

います。

◆問い合わせ

東田川文化記念館(℡64・2537)

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固

反
対
山
形
県
連

絡
会
議
は

日
、

21

山
形
市
で
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
か
ら
食
と

暮
ら
し
・
い
の

ち
を
守
る
」
１

５
０
０
人
県
民

集
会
を
開
き
ま

し
た
。

交
渉
妥
結
に

重
大
な
影
響
を

与
え
る
米
国
議

会
で
の
Ｔ
Ｐ
Ａ

（
大
統
領
貿
易
促
進
権
限
）
審
議

の
ゆ
く
え
や
、
安
倍
政
権
の
重
要

５
品
目
譲
歩
の
懸
念
が
高
ま
る
情

勢
の
も
と
で
、「
国
会
決
議
の
な

し
崩
し
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」

と
参
加
者
は
拳
を
あ
げ
ま
し
た
。



「
神
社
」
と
聞
い
て
、

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
事
は
、

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波

か
ら
惨
禍
を
逃
れ
た
「
浪

分
（
な
み
わ
け
）
神
社
」

で
あ
る
。（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
特

集
・2011.8.20

「
な
ぜ
神

社
の
手
前
で
大
津
波
が
止

ま
っ
た
か
？
」）

東
北
太
平
洋
岸
で
津
波

の
被
害
を
調
べ
る
と
、
津

波
の
浸
水
域
の
線
上
に
、

多
く
の
神
社
が
無
傷
で
残

っ
て
い
た
。

大
昔
か
ら
、
何
度
も
大

津
波
に
襲
わ
れ
た
人
々
が
、

子
孫
を
守
る
べ
く
神
社
を

建
立
し
、
津
波
の
記
憶
を

残
し
た
古
の
知
恵
で
あ
る
。

神
社
建
立
後
、
そ
の
神

社
で
村
祭
り
を
行
い
、
そ

の
年
毎
の
豊
作
を
祈
り
、

豊
作
に
感
謝
し
、
神
社
を

記
憶
さ
せ
た
。

庄
内
藤
島
地
区
に
は
六

所
神
社
が
存
在
す
る
。

六
所
神
社
の
由
緒
は
殆

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
編
集
委
員
会

の
長
年
に
亘
る
ご
尽
力
に

よ
り
、
六
所
神
社
の
由
緒

に
関
す
る
「
六
所
神
社

社
誌
」
が
纏
ま
り
、
刊
行

さ
れ
た
。

神
社
内
外
に
残
さ
れ
た

資
料
、
石
碑
な
ど
を
読
み

解
き
、
関
係
各
位
、
ご
先

祖
様
の
係
わ
り
方
等
を
判

り
易
く
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
社
誌
を
読
み
、
温

故
知
新
を
楽
し
み
た
い
。

と
て
も
ア
ブ
ネ
ー
機
械

ハ
ワ
イ
で
オ
ス
プ
レ
イ

が
着
陸
に
失
敗
し
た
と
い

う
あ
の
煙
。
民
間
機
の
場

合
、
低
く
入
り
過
ぎ
て
引

っ
掛
か
っ
た
と
か
、
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
し
た
と
か
滑
走

路
か
ら
外
れ
た
と
か
言
い

ま
す
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
は

何
も
出
て
き
ま
せ
ん
ネ
ー
。

▼
今
回
の
失
敗
は
ド
ス
ン

で
シ
ョ
。
つ
ま
り
墜
落
で

シ
ョ
。
だ
か
ら
燃
え
た
ん

で
す
ヨ
。
こ
れ
で
９
回
目

の
よ
う
で
す
ゼ
。
今
回
の

一
人
を
入
れ
て
死
者
は
40

人
だ
ト
カ
。
当
然
ケ
ガ
で

運
ば
れ
て
か
ら
亡
く
な
っ

た
数
は
入
っ
て
な
い
わ
け

で
、
と
て
も
ア
ブ
ネ
ー
機

械
だ
ゼ
。
ナ
ー
み
ん
な
。

▼
こ
ん
な
機
械
を
日
本
政

府
は
「
安
全
は
確
認
さ
れ

た
」
と
言
っ
て
る
ん
で
す

が
、
沖
縄
県
知
事
は
県
民

の
安
心
安
全
を
守
る
と
い

う
立
場
か
ら
、
事
故
原
因

が
究
明
さ
れ
る
ま
で
は
飛

ば
な
い
よ
う
に
米
側
に
求

め
る
と
い
う
の
は
当
然
の

こ
と
。

▼
こ
ん
な
機
械
が
沖
縄
に

は

機
あ
る
と
い
う
し
、

24
２
年
後
か
ら
は
横
田
基
地

（
日
本
の
首
都
・
東
京
に

で
す
ヨ
）
に

機
入
れ
る

10

と
い
う
。
我
が
国
の
自
衛

隊
で
は
佐
賀
空
港
に
４
年

後
か
ら

機
入
る
ら
し
い
。

17

▼

機
に
つ
い
て
は
、
米

17
国
の
国
防
総
省
か
ら
オ
ス

プ
レ
イ

機
が
売
却
予
定

17

だ
と
発
表
さ
れ
た
ん
だ
。

誰
か
が
欲
し
い
と
言
っ
た

の
か
。
ナ
ゼ

機
な
ん
だ
。

17

そ
れ
と
も
押
し
売
り
か
。

▼
ど
っ
ち
に
し
て
も
今
年

の
話
で
、
１
機
１
０
３
億

円
だ
っ
た
モ
ノ
が
国
防
総

省
で
は
２
１
２
億
円
と
い

う
の
だ
。
倍
以
上
だ
ゾ
。

米
国
議
会
で
演
説
さ
せ
ら

れ
た
拍
手
の
代
金
が
入
っ

て
い
る
の
か
ネ
ー
。

▼
こ
ん
な
機
械
の
ネ
ジ
ク

ギ
１
本
だ
っ
て

ン
万
円

だ
ろ
う
し
、
ダ
イ
タ
イ
日

本
に
は
運
転
手
が
い
な
い

ん
で
す
ヨ
。
国
民
生
活
を

犠
牲
に
し
て
こ
ん
な
モ
ノ

を
買
う
の
は
、
平
和
の
た

め
に
も
絶
対
反
対
だ
ー
。

（
石
川
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
５
月

日
付

21

法
廃
止
な
ど
の
改
革
が
次

々
に
行
わ
れ
、
国
民
は
飢

え
な
が
ら
も
自
由
で
明
る

い
空
気
を
し
ば
ら
く
ぶ
り

に
吸
っ
て
い
た
。

、
13

14

歳
の
少
年
で
あ
っ
た
私
も

そ
れ
を
感
じ
た
ほ
ど
で
あ

る
。そ

の
後
、
教
師
に
な
っ

た
私
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

の
背
景
・
内
容
・
意
義
を

熱
っ
ぽ
く
説
き
社
会
科
の

授
業
を
進
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
宣
言
の

無
視
は
戦
後

年
の
平
和

70

・
民
主
の
国
づ
く
り
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

で
民
主
的
な
日
本
の
実
現

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
」

と
綱
領
に
書
き
評
価
し
て

い
る
。
ま
さ
に
平
和
・
民

主
の
戦
後
新
日
本
の
基
本

・
原
点
に
な
っ
た
宣
言
で

あ
る
。

宣
言
に
そ
っ
て
新
憲
法

が
つ
く
ら
れ
、
中
学
１
年

生
に
、
文
部
省
は
教
科
書

『
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は

な
し
』(

戦
争
放
棄
・
主
権

在
民
・
基
本
的
人
権
等)

に

よ
る
授
業
を
行
な
っ
た
。

ま
た
軍
国
主
義
者
公
職
追

放
・
農
地
改
革
・
国
民
の

自
由
を
奪
っ
た
治
安
維
持

で
、
安
倍
首
相
は
「
つ
ま

び
ら
か
に
読
ん
で
い
な
い
。

論
評
を
差
し
控
え
た
い
」

と
い
う
巧
妙
な
言
い
方
で
、

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
無
視
・

否
定
す
る
発
言
は
国
内
外

に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
て

い
る
。

侵
略
戦
争
と
天
皇
の
専

制
政
治
に
命
が
け
で
反
対

し
た
共
産
党
は
、
こ
の
宣

言
に
つ
い
て
、「
軍
国
主
義

の
除
去
と
民
主
主
義
の
確

立
を
基
本
的
な
内
容
と
し

た
も
の
で
、
日
本
の
国
民

が
進
む
べ
き
道
は
、
平
和

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
―
平
和
・
民
主
の
新
日

本
出
発
の
原
点
を
無
視
す
る
安
倍
発
言

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

５
月

日
、
共
産
党
志

20

位
委
員
長
と
の
党
首
討
論

エ
ー
ブ
ル

の
利
用
増

21

藤
島
商
工
業
協
同
組
合

（
五
十
嵐
一
良
・
理
事
長
、

組
合
員

人
）
の
第

回

75

65

通
常
総
会
が

日
、
出
羽

26

商
工
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。同

組
合
は
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
販
売
や
、
市
の
藤

島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
と
併
設
す
る
直

売
所
「
エ
ー
ブ
ル

」
を

21

運
営
し
、
高
齢
者
に
や
さ

し
い
中
核
商
業
施
設
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

昨
年

月

日
か
ら
同

10

14

施
設
で
、
櫛
引
地
域
の
「
田

代
食
堂
」
が
中
華
そ
ば
の

営
業
を
始
め
、
客
数
と
売

上
高
が
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。

（
五
十
嵐
一
良
・
理
事
長
）


